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論 文 内 容 の 要 旨
実動験物を塵湯組織で感作したのち, 同じ鷹揚を再移植すると, 移植鷹癌の発育に対する抵抗性が招来
されることが報告されている｡





が招来されること, および局所性感作の場合には, 発育抑制現象が動物の部位により異なることを, 著者
が考案したリンパ節内移植法に.より証明した｡ この現象には, リンパ球の関与が重大意義を持つと考えら
れる｡




つ ぎに, 第3篇では, Chemotumorである MC鹿癌で全身性に感作したマウスでは, 同じ鹿癌の再移
植に対して発育抑制現象が招来されること, および局所性感作の場合の抑制効果は動物の部位により異な
ることを重ねて証明した. 一方, このような現象に関与するものとしては, 免疫学的因子, すなわ ち,
iso-antibodyが考えられ, その担い手としては移植部の組織学的所見から, リンパ球を重視すべきである
との結論に達した｡








しかし, リンパ球が直環腰癌細胞に接触しない場合でも移植鷹揚の発育抑制現象が認められ た事 実 か
ら, 感作リンパ球は, 標的細胞に直接的に密着してこれを破壊するだけではなく, いわゆる拡散物質を放
出することによっても, 同様の作用を営むものと考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は, DDD一系およびC3Hマウスを宿主とし, 著者が考察した独白の DiffusionChamber法およ
びリンパ節内移植法等を用いて実験塵虜の移植免疫について検討した｡ 第 1および第2篇では, 継代移植
した Ehrlich腹水癌について, 第3および第4篇では, Chemotumorである MC鹿癌について分析的に
検討し, 以下の結論を得た｡ 1) 実験動物を鷹揚組織で全身性または局所性に感作する場合には, 鹿癌の
移植免壕が全身性または局所性に成立する｡2) そのような免疫現象には, リンパ球を担い手とする細胞
性抗体が強く関与する｡3) しかしながら, リンパ球が直接鹿癌細胞に接触しない場合でも, 移植塵虜の
発育抑制現象が認められる｡4) このことから, 感作 リンパ球は直接標的細胞に密着してこれを破壊する
だけではなく, 拡散物質を放出することによっても, 同様の作用を営むものと考えられる｡ 本研究は, 移
植免疫の新しい研究方法として独自の DiffusionChamber法を開拓し, これを用いて鷹揚の移植免疫に
おける細胞性抗体の作用機構を明らかにしたものであり, じゆうらいの移植法や体外培養法では望み得な
かった解析をも加えた点で優れたものである｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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